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資質能力 

三つの柱（観点） 
資質能力の説明 

評価規準 

低学年（１・２年） 中学年（３・４年） 高学年（５・６年） 

知識及び技能 

身近な生活でコンピ

ュータが活用されて

いることや、問題の

解決には必要な手順

があることを知る。 

・身近な生活の中でコンピュータが

活用されているものや場面を指摘

されることにより気付くこと。 

・問題の解決には必要な手順がある

ことがわかる。 

・身近な生活の中でコンピュータが

活用されているものや場面に自ら

気付き、その仕組みに関心をもつ

こと。 

・問題解決の手順はさまざまに工夫

することができることがわかる。 

・身近な生活・社会がコンピュータ、

情報技術に支えられていることや

プログラムの働きのよさを理解す

る。 

・問題解決の手順を論理的に組み立

てることのよさがわかる。 

思考力，判断力，

表現力等 

発達の段階に即し

て、「プログラミング

的思考」を育成する。 

※コンピュータを活

用せず、「プログラ

ミング的思考」を

育む場合も含む。 

・はじめ、中、終わりの構成を考え

て伝えたいことをまとめる。 

・事柄や意図する一連の活動の順序

に沿って構成や組み合わせを考え

る。 

・意図する一連の活動を実現するた

め、どのような動きの組み合わせ

が必要かを考える。 

・内容の中心を明確にし、まとまり

をつくったり、自分の考えと理由

の関係を明確にしたりしてまとめ

る。 

・問題の解決に必要な情報を、視点

を定めて分類したり多面的に検討

したりする。 

・意図する一連の活動を実現するた

め、動きの組み合わせや意図した活 

 動に近づく改善策を考える。 

学びに向かう力，

人間性等 

発達の段階に即し

て、コンピュータの

働きを、よりよい人

生や社会づくりに生

かそうとする態度を

育む。 

・自分たちの身の回りの情報機器に 

親しみ、すすんで利用しようとす 

る。 

・友だちと協力して活動に取り組

む。 

 ・身の回りにはさまざまな情報機器 

が利用されていることに気づくと

ともに、目的に応じて利用しよう

とする。 

・課題の解決に向け、粘り強くやり

抜こうとする。 

・身の回りの情報機器を、問題の解 

決や意図、目的に応じて適切に利 

用しようとする。 

・情報技術のよさや価値を社会や自

らの将来に関連付けて考える。 

 

 

＜プログラミング教育と関連する「各教科等において育成を目指す資質・能力」＞ 

国語科 社会科 算数科 理科 生活科 音楽科 
○筋道を立てて考える

力 
○情報活用に関する知

識や技能 
○情報を多面的・多角的

に精査し構造化する

力 
○文や文章を整える力 
○情報を編集・操作する

力   
○話や文章を構成する

力 など 

○社会的事象に関する

情報を適切に集める・

読み取る・まとめる技

能 
○思考・判断したことを

適切に表現する力 
○社会に見られる課題

を把握して，社会への

関わり方を選択・判断

する力 など 

○日常の事象を数理的

に表現・処理する技能 
○日常の事象を数理的

に捉え，見通しをもち

筋道立てて考察する

力 
○数学的に考えること

や数理的な処理のよ

さに気付き，算数の学

習を進んで生活や学

習に生かそうとする

態度  など 

○自然事象に対する基

本的な概念や性質・規

則性の理解 
○事象を比較，関係付

け，条件制御，多面的

に考え捉える力 

○根拠に基づき判断し

表現する力 
○問題解決の過程に関

してその妥当性を検

討する態度  など 

○比較・分類・関連付け

たり，視点を変えたり

して対象を捉える力 
○試したり，見立てたり，

予測したり，見通しを

持ったりして創り出す

力 
○伝えたり，振り返った

りして表現する力 
など 

○自分の思いや意図を

音楽で表現したり、友

達と一緒に音楽で表

現したりする力 
○音楽に関する知識や

技能を活用して音楽

表現を工夫し，どのよ

うに表すかについて

思いや意図を見出す

力 など 

図画工作科 家庭科 体育科 特別活動 外国語・外国語活動 総合的な学習の時間 
○表したいことに合わ

せて材料や用具を使

い，表し方を工夫して

創造的につくったり

表したりする技能 
○造形的なよさや美し

さ，表したいことや表

し方などについて創

造的に発想や構想す

る力  
○つくりだす喜びを味

わい，楽しく豊かな生

活を創造しようとす

る態度  など 

○実習や観察・実験，調

査，交流活動の結果等

について，考察したこ

とを根拠や理由を明

確にして分かりやす

く表現する力 
○日常の生活課題につ

いて様々な解決方法

を構想し，実践を評

価・改善し表現する力 

など 

○特性に応じた各種の

運動の行い方及び身

近な生活における健

康・安全についての理

解 
○基本的な動きや動作

に関する技能 
○自己の課題を見付け，

その解決に向けて思

考し判断したことを

他者に伝える力 な

ど  

○所属する多様な集団

や自己の生活上の課

題を見いだし，解決の

ために話し合い，合意

形成を図ったり，意思

決定したり，人間関係

をよりよく構築した

りする力 
○集団で活動する上で

の困難を乗り越える

ためには何が必要か

という理解 

○コミュニケーションを

行う目的・場面・状況

等に応じて，情報や考

えなどを表現する力 
○身近で簡単な事柄につ

いて，音声で慣れ親し

んだ語彙や基本的な表

現を読んだり，語順を

意識しながら書いたり

して表現する基礎的な

力 
○言語の働き，役割に関

する理解  など 

○課題解決を目指して，

事象を比較したり，関

連付けたりして考え

る力 
○相手や目的，意図に応

じて分かりやすくま

とめ，表現する力 な

ど 

※情報機器の扱いや操作スキルを育成する時間を適切に確保するようにする。 

＜児童の実態＞ 

○自分の携帯電話やスマートフ

ォンの所持率が高い。 

○インターネットが使用できる

ゲームの所持率が高い。 

○明るく素直で男女の仲がよい。 

○最後までやりとげる、物事を主

体的に取り組むことが課題であ

る。 

＜学校の教育目標＞ 

ふるさとを愛し 心豊かに 

たくましく生き抜く 児童生徒の育成 

＜地域の実態＞ 

○山河に囲まれ、自然が豊かであ

る。 

○歴史や伝統を大切にしている。 

＜保護者・地域の願い＞ 

○確かな学力、豊かな人間性、健

やかな体の育成 

○学習習慣の確立 

○だれもが安心・安全な学校生活 

＜学校・教師の願い＞ 
 

○時代の変化に対応でき、20年後、

30年後に役立つ力を身に付けて

ほしい。 

○積極的に友だちや地域とかかわ

ってほしい。 

○つながりのある話合いで考えを

深めてほしい。 

〈プログラミング教育の目標〉 

○プログラミング的思考を育むこと 
 
○プログラムの働きのよさ、情報社会がコンピュータをはじめ

とする情報技術によって支えられていることなどに気付くと
ともに、身近な問題の解決に主体的に取り組む態度やコンピ
ュータ等を上手に活用して、よりよい社会を築いていこうと

する態度を育むこと 
 
○各教科等で学ぶ知識及び技能等をより確実に身に付けること

ができるようにすること 



 


